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V-Campus5th更新 

－ P16 RIKKYO UNIVERSITY プロジェクト － 

 

V-Campus5thの構築において、新たな V-Campusサービスとして、スマートフォンユーザ

に向けた立教大学独自のアプリの構築を行うこととなった。 

 

 

I. システム化概要 

1. システム化の背景や課題 

・スマートフォンユーザの増加に伴い、新たな情報発信ツールとして、スマート

フォンアプリの構築が求められていた。 

・V-Campus 5th で在学生向けにはモバイルアプリを作成するが、学外のスマー

トフォンユーザへ向けた大学の活動を紹介するものが存在していなかった。 

 

2. システム化の目的 

「RIKKYO UNIVERSITY」はスマートフォンを使用し、時間や場所を選ばず以下の

ような情報発信を行う。 

・学生、教職員、および（卒業生や入学する見込みのある生徒等の）学外一般ユ

ーザに対して、キャンパス情報や大学が発信するお知らせやニュースの情報を

提供する。 

・在学生や教員に対して、連絡先の情報や各種学内向けサービス（コミュニティ

を含む）へのリンクを提供する。 

 

3. システム化方針 

「RIKKYO UNIVERSITY」のシステム化方針を以下の通りとする。 

・スマートフォンでの情報提供 

・学生、教職員、一般ユーザ（卒業生や入学する見込みのある生徒など）を利用

者として想定する 

・今後４年間に発生する環境の変化や新しい要望、新技術などに対応し、柔軟に

機能拡張していく。 

 

 

II. システム機能 

1. 機能概要 

・ニュース 

・イベント 
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・SNS 

・マップ 

・iTunesU 

・ディレクトリ（研究者情報検索） 

・パンフレット 

・ビデオ 

・バス時刻表 

・図書館 OPAC 

・クラブ 

・Blackboard 

・インフォメーション 

 

2. システム構成 

「RIKKYO UNIVERSITY」は下記 OSのスマートフォンに対応することとする。 

・iOS（iPhone） 

・Android 

・WindowsPhone 

 

 

 

 


